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義
務
教
育
の
無
償
制
度
に
関
す
る
質
問
主
意
書

教
育
の
無
償
化
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
貧
困
や
憲
法
改
正
な
ど
様
々
な
角
度
か
ら
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
現
行
法
で
普
通
教

育
と
規
定
さ
れ
て
い
る
公
立
の
小
学
校
お
よ
び
中
学
校
の
教
育
に
関
し
、
憲
法
第
二
十
六
条
第
二
項
や
各
種
法
令
が
規
定
す
る

義
務
教
育
の
無
償
制
度
の
範
囲
に
つ
い
て
改
め
て
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

最
高
裁
判
所
裁
判
例
（
昭
和
三
十
九
年
二
月
二
十
六
日
大
法
廷
）
に
よ
れ
ば
、
「
教
育
提
供
に
対
す
る
対
価
と
は
授
業
料
を

意
味
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
同
条
項
の
無
償
と
は
授
業
料
不
徴
収
の
意
味
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」
「
教
科

書
、
学
用
品
そ
の
他
教
育
に
必
要
な
一
切
の
費
用
ま
で
無
償
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
授
業
料
は
無
償
で
あ
る
が
、
個
人
に
所
有
権
が
帰
す
る
よ
う
な
教
科
書
、
学
用
品
に
つ

い
て
ま
で
は
憲
法
上
、
教
育
無
償
制
度
の
範
囲
と
は
さ
れ
て
い
な
い
と
解
す
る
。

一
方
で
、
上
記
裁
判
例
で
は
「
憲
法
は
す
べ
て
の
国
民
に
対
し
そ
の
保
護
す
る
子
女
を
し
て
普
通
教
育
を
受
け
さ
せ
る
こ
と

を
義
務
と
し
て
強
制
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
国
が
保
護
者
の
教
科
書
等
の
費
用
の
負
担
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
で
き
る
だ

け
軽
減
す
る
よ
う
配
慮
、
努
力
す
る
こ
と
は
望
ま
し
い
」
と
さ
れ
て
お
り
、
各
種
立
法
措
置
が
と
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

一



さ
て
、
学
校
運
営
協
議
会
制
度
や
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
な
ど
地
域
と
学
校
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
い
じ
め
防
止
へ
の

取
り
組
み
な
ど
裁
判
例
の
当
時
に
は
な
か
っ
た
制
度
や
事
業
、
ニ
ー
ズ
が
、
そ
の
後
、
生
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
業
な
ど
へ

の
費
用
の
負
担
の
あ
り
方
が
問
題
と
な
る
た
め
、
以
下
の
質
問
を
す
る
。

一

学
校
運
営
協
議
会
制
度
や
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
な
ど
学
校
運
営
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て

（
一
）

右
記
費
用
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
保
護
者
の
負
担
と
す
る
こ
と
は
憲
法
上
許
さ
れ
る
の
か
、
政
府
の
見
解
は
如
何

に
。

（
二
）

仮
に
憲
法
上
許
さ
れ
る
と
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
法
令
上
は
許
さ
れ
る
の
か
、
政
府
の
見
解
は
如
何
に
。

（
三
）

許
さ
れ
な
い
場
合
、
許
さ
れ
な
い
根
拠
法
は
あ
る
か
。

（
四
）

保
護
者
の
一
部
負
担
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
場
合
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
支
出
に
つ
い
て
か
。

二

い
じ
め
対
策
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
学
級
運
営
に
必
要
な
経
費
に
つ
い
て

（
一
）

右
記
費
用
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
保
護
者
の
負
担
と
す
る
こ
と
は
憲
法
上
許
さ
れ
る
の
か
、
政
府
の
見
解
は
如
何

に
。

（
二
）

仮
に
憲
法
上
許
さ
れ
る
と
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
法
令
上
は
許
さ
れ
る
の
か
、
政
府
の
見
解
は
如
何
に
。

二



（
三
）

許
さ
れ
な
い
場
合
、
許
さ
れ
な
い
根
拠
法
は
あ
る
か
。

（
四
）

保
護
者
の
一
部
負
担
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
場
合
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
支
出
に
つ
い
て
か
。

三

義
務
教
育
の
無
償
の
範
囲
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
の
見
解
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

右
質
問
す
る
。

三


